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個
人
の
自
由
意
志
に
基
づ
き
、
そ
の
技
能

や
時
間
等
を
自
発
的
に
無
償
で
公
共
の
た
め

先
駆
的
に
進
ん
で
提
供
し
、

社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
言
い
ま
す
。
こ

の
活
動
に
対
す
る
関
心
は
阪
神
・
淡
路
大
震

災
以
降
特
に
高
ま
り
、
高
齢
社
会
の
到
来
で
、

地
域
住
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
意
義
・
役
割
と
し
て

は
、
地
域
の
持
つ
教
育
機
能
を
高
め
る
こ
と
、

豊
か
で
う
る
お
い
の
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
、

人
間
関
係
を
結
び
、
広
げ
、
深
め
て
い
く
こ

と
、
自
分
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
等
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
去
る
四
月
二
十
一
日
、
村
内

各
所
で
"
お
せ
っ
た
い
“
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
"
お
せ
っ
た
い
“
の
心
が
、
こ
の
地
域

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
始
ま
り
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
上
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
今
後

益
々
重
要
視
さ
れ
ま
す
。
村
民
一
人
一
人
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
を
持
っ
て
よ
り
住
み
よ

い
村
づ
く
り
の
た
め
、
で
き
る
と
き
に
で
き

る
こ
と
を
一
つ
ず
つ
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
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新
緑
の
候
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す。
こ
の
た
び
三
月
十
二
日
付
を
も

ち
ま
し
て
、
は
か
ら
ず
も
助
役
を

わ力、

整
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
「
総

合
行
政
シ
ス
テ
ム
」
が
完
成
し
、

四
月
よ
り
稼
働
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
行
政
事
務
を
コ
ン
ピ

ュ
l
タ
l
で
処
理
す
る
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
事
務
の
効
率
化
、
簡

第 137号

素
化
を
図
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
で

す。

拝
命
致
し
ま
し
た
。

浅
学
弄
才
で
は
あ
り
ま
す
が
職

責
の
重
大
さ
を
肝
に
銘
じ
、
稲
田

村
長
の
も
と
住
み
よ
い
村
守
つ
く

り
、
福
祉
向
上
の
た
め
全
力
を
傾

注
し
て
任
務
の
遂
行
に
努
力
致
す

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ

よ
り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
捷
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致

し
ま
す
。

役

職

員

大
行
政
連
絡
協
議
会

行

政

委

員

長

梶

川

大

分

館

植
松
分
館
長

坂
本
分
館
長

北
平
分
館
長

大
体
育
指
導
委
員

大
館
報
編
集
委
員

大

野

盛

喜

松

下

義

之

徳

見

和

也

本

門

哲

也

塚

野

靖

真

田

耕

志

寿

野

公

英

戸

田

薫

明

久
保
千
江
子

中

尾

秀

信

松

本

明

紹

介

吉
彦

氏
名
・
保
護
者
・
将
来
の
夢
の
順

大
振
興
青
年
会
議

議

長

副
議
長

副
議
長

女
婦
人
会

会

長

中

津

副

会

長

田

中

副

会

長

古

野

安
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会

長

有

友

副

会

長

松

本

上山寺
川本野 ひでき

稲田秀樹
稲田秀一
サッカー選手

しよう

山本 朔
山本和明

飛行機の操縦士
講和裕
睦明明

凱
子

敢
美

光
子

久 幸
雄 寿

批
仁
t

q
都
糊
仏

葉

諜

松

智
生

E

初
輔
喜

的
太
鹿
野

野五…
大
メ

t歩じ;ÐS<~IGjバ戸文豪イー
，..._，溜叩.~ol曹矧~ら

りあん

横山中松本 李安ちゃん
心のやさしい女の子に育ちま

すように
パパとママのねがい。
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山
月
十
六
日
、
河
辺
中
学
校
三

年
生
卜
四
名
は
、
待
ち
に
待
っ
た

修
学
旅
行
に
山
八
ん
し
ま
し
た
c

初
日
は
飛
行
棋
で
大
阪
へ
。
初

め
て
の
代
行
機
で
不
安
そ
う
な
人

も
い
ま
し
た
が
、
全
員
元
気
に
大

阪
に
省
き
ま
し
た
。
初

U
の
メ
イ

ン
は
プ
ロ
野
球
観
戦
。
甲
子
園
の

何
万
人
の
観

L

存
と
と
も
に
、
阪
神

の
完
封
勝
利
に
成
り
上
が
り
ま
し

た
手
一
日
日
は
京
都
自
主
研
修
。

今
川
U

に
分
か
れ
て
市
内
を
自
由
に

散
筑
し
ま
し
た
。
政
れ
た
け
ど
、

い
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
三

日
目
ば
h

寸
什
巡
り
。
ち
ょ
っ
と
退

出
だ
っ
た
け
ど
、
東
大
寺
の
柱
の

穴
を
く
ぐ
っ
た
り
、
奈
良
公
園
で

凶
と
遊
ん
だ
り
し
て
楽
し
み
ま
し

カヨ、|三次12{le5 JJ 25 I J (3) 

スチ

た
。
四
円

H
は
エ
キ
ス
ポ
ラ
ン
ド
。

オ
ロ
チ
や
風
神
・
雷
神
な
ど
の
デ

エ
ツ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
は
迫
力
満

点
。
巨
大
な
観
覧
車
も
楽
し
み
ま

し
た
。
午
後
は
花
月
で
楽
し
ん
だ

段
、
海
遊
館
、
コ
ス
モ
タ
ワ
l
へ。

コ
ス
モ
タ
ワ
ー
の
日
以
上
階
か
ら
見

る
大
阪
の
夜
景
は
と
て
も
き
れ
い

で
、
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
そ

L

て
神
戸
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
帰
路

に
、
四
泊
五
日
の
修
学
旅
行
が
終

わ
り
ま
し
た
。
河
辺
で
は
経
験
で

き
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
体
験

し
、
そ
し
て
河
辺
の
良
さ
も
改
め

て
感
じ
ら
れ
た
楽
し
い
修
学
旅
行

で
し
た
。

ハイみんなで

たくきん思い出ができました

、
川
辺
村
観
光
推

進
協
議
会
で
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ

る

情

報

提

供

(ホ
l
ム
ベ

l
ジ
)

を

開

始

し

ま

L

た。
観
光
情
報
を
は

じ
め
、
坂
本
龍
馬

脱
藩
の
道
、
浪
漫

八
橋
(
屋
根
付

桔
)
、
特
産
品
の

紹
介
等
河
辺
な
p
り

で
は
の
情
報
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
ま
だ
ス

タ
ー
ト
し
て
聞
も

な
い
の
で
取
り
入

平
成
+
二
年
度

れ
た
い
情
報
の

す
べ
て
を
載
せ

て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
随
時

新
鮮
な
情
報
を

提
供

L
、
世
界

中
に
広
が
っ
て

い
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の

、
河
辺
村
を
強
く

ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
是

非
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
下
さ
い
。

そ
し
て
、
身
迂
な
情
報
等
ホ

i
ム

ベ
1
ジ
に
載
せ
て
み
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
川
辺
村
観
光
推
進

協
議
会
ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

村
税
納
期
一
覧

J轍

1/1ページ結局(/)必ω思いを伝える、河建材

国
保
税
等
の
鋪
期
が
変
格
6
ま
す

村

・

県

民

税

国

保

税

軽
自
動
車
税
一
一。

C 

。
C 

。
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EtLス付
句 5 け

こて
ミい

平
成
十
二
年
度
よ
り
、
軽
自
動

車
税
を
除
く
八
五
て
の
村
税
及
び
国

民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、
七
月

か
ら
翌
年
二
一
月
ま
で
の
九
期
割
り

徴
収
に
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

十
一
月
一
十
二
月

C 

月

一
一
月
一
三
月

。
。

。
。

。
。

。
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長
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長
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長
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教諭石川 敦
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(中野小より)
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地
域
を
守
る
消
防
団

平
成
十
二
年
消
防
出
初
式
挙
行

平成12年 5月25日

河
辺
村
消
防
団
最
大
の
行
事
、

消
防
出
初
式
が
去
る
三
月
二
十
六

日
、
総
勢
百
十
二
名
が
参
加
し
河

辺
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
松
本

団
長
の
指
揮
の
も
と
規
律
あ
る
行

動
で
「
ポ
ン
プ
操
法
」
や
「
は
し

ご
操
法
」
「
小
隊
訓
練
」
と
次
々

に
行
わ
れ
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果

に
会
場
の
人
た
ち
か
ら
大
き
な
拍

手
を
あ
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
表
彰
式
で
は
永
年
消

防
団
活
動
に
従
事
し
、
消
防
活
動

に
功
労
の
あ
っ
た
団
員
、
日
頃
予

防
消
防
に
努
力
し
、
平
成
十
一
年

中
無
火
災
だ
っ
た
分
団
。

引
き
続
き
一
般
の
方
で
は
、
永

年
消
防
団
活
動
を
裏
か
ら
支
援
さ

れ
内
助
の
功
労
が
あ
っ
た
方
な
ど

二
十
名
三
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た。
表
彰
を
受
け
た
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。
(
抜
粋
)

/":.ミわヌう=第 137号

。
消
防
庁
長
官
表
彰

ワ
水
年
勤
続
功
労
章
]

第
三
分
団
副
分
団
長梅

木

O
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

[
功
績
章
]

本

部

団

長

松

本

意

思

男

。
愛
媛
県
知
事
表
彰

[
功
労
章
]

美
徳

第

三

分

団

班

長

田

丸

敏

夫

。
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

[
功
績
章
]

第
二
分
団
分
団
長

露
内

警扇
T 続
召章
いけ L一一」

副
分
団

書山高富有長
野本木永友
喜
久 正章
信修昭明治

第
一
分
団
団
員

第
三
分
団
ク

第
四
分
団
ク

第
四
分
団
ク

O
村
長
表
彰

[
無
火
災
分
図
表
彰
]

第
二
分
団

第
三
分
団

第
四
分
団

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

応
急
手
当
を

身
に
つ
け
よ
一
う
/
・

進

み
な
さ
ん
の
、
身
近
で
発
生
し

た
傷
病
者
に
対
し
て
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
に
必
要
な
応
急
手
当

が
で
き
ま
す
か
。

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に

は
、
約
十
八
分
間
(
川
上
支
署
平

均
)
の
「
空
白
の
時
間
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
時
間
に
行
う
応
急
手

当
が
、
救
命
リ
レ

i
の
最
も
重
要

な
部
分
を
占
め
て
い
る
の
で
す
。

適
切
な
応
急
手
当
を
身
に
つ
け

る
た
め
、
川
上
支
署
で
は
次
の
日

程
に
よ
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

な
お
、
こ
の
日
程
以
外
で
の
受

講
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

《講習日程》

言語 開 平成 平成
習 イ崖 12 12 
内 場 年 年
rモ，.._三て「、 戸斤 1 1 9 

月 月
15 

ノl__，¥

防洲消大

日
B市

~ ( 

蘇 オく
オ日程く生 日濯

3去 署 日 日
J上11 

) '-ーノ

血大出 支
午 午

署
日守 千差を 千差を

σ〉 4 
11:二 時~日守
血

3分033分0 3去
日守
間

見事な分列行進でした。

3月20日から河辺村のほぼ全

域において携帯電話が使用でき

るようになりました。

今後、携帯電話による 119番通

報が増えてくると予想されます。

今までは、各家庭の電話や公衆

電話から119番通報すると直接川

上支署へ入電しますが、携帯電

話からの119番通報は電話会社の

機能上、八幡浜の消防本部に入

電し、大沙Hの消防本部に電話が

転送され通報内容を受理し、そ

れから川上支署に出動指令が入

り出動します。

携帯電話での119番通報では通

報から出動までに時間がかかり

ますのでご注意下さい。

とち5119替です
ご寄じですか、f携帯電話J
でも119雷で遍報できます

100 

(%) 蘇
生
の
チ
ャ
ン
ス

〔 修了証の交付

講習会を修了した方には、

修了証を交付致します。 50 

【申し込み先伺い合わせ先】 。
10 

(分〉
9 8 7 2 3 4 5 6 

呼吸停止からの時間

時 間 経 過 と 生 存 率

川上支署n34-2851
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6月 1日~時8tj\~ 電波利黒保護旬開です

平 成1:2年 5月2511(7) 

私たちの暮らしを守るために
不法無線局をな〈しましょう~& 

国民の生命や財産を守るために重要なIn1jを
果たし・ている無線通信や、家庭内のテレビ、
ラジオなどに種身の混信妨害が発生していま
す。これらの;~信妨害の多くは、 jレー}~を守
らない不法無線局(国の免許を受けないで不
法に開設された無線局)から発射される電波
によるものです

不法無線局によって
このような被害が出ています。

d盟齢惨 瞬臨即一話制制向の噛幅一通髭i
4畢-テレピやラジオの画i[.音声が
乱れ、相自が困難となる

後期 i後期]
2月13~ 4月

(平成13年)!(平成13年l

10月

10月

I 4月
作成l'削

月

(平成13年)

平成12年度自衛官等募集計画
(2等陸士、 2等海士及び2等空士を除く。)

分 |採用予定人員(人)I受付期間i試験時期|合格発表|採用時期

陸 l

L:r己月
7月

区

医fl

歯科

幹

昔日

10 }-j 20 

暮らしの中に広がる霊渡利用

2月11月10へ 11月1 0 

400(36) 

390(25) 

400(20) 

際

陸

一般曹候補学生!海
シ己
二E

.泊防目拍車無線を妨害し、消防
車・救急車のI即暴到着などが遅
れる

ー鉄道周の無線を動害し、列車の
正常な運行!f困難となる

・防災行政無線を妨害L、終害時
の緊急通官が西難となる

<<1惨
電i直It目に毘えませんが、公共的な分野や、テレビゃ
うジオ、携帯電話といった身近なものまでに制用が進
み、 t!.たちの生活に無くてはならないものとなってい
ます。

3~4 月

¥平成13年)

1次 9月

2次 11月

l次 9月

2次 10JJ 
民 ~9 月

電波は限りある資源です

電波It，石油や石mと同じように、有限立天然資i!iで
す。 人でも多くの人が雪j度の恩恵を賢けられるよう
に、電i!l:利用V!JレーJレ胃液法1 が定められていますc

l次 11月

2次 1月

3~4 月

(平以13年)

郵政省四国電気通信監理局
電話 089-936-5051

2等海士及び2等空士募集計画

3月
1 ;大 1月

2次 2月
11、 lJJ

陸 25 0 

j毎 60 

空 50 

陸 1.850(1 0)

海 450(20)

空 460(20)

3 --4月

(平成13日
1 :j~ 9月I1次 9月

Z次 10月i2次 11月
8~ 臼月

貸費学生

女子

l募集期 隊別採用予定人員人川試験時既;合格発表 i採用時期

陸自 500 

_ In手自 !l 5 
8 -9月 9)-J

|空白 100 i -._ I 

l言II 6 8 5 I I 
(7主〉採用予定人員等は、実行段階において一部変更することがある。

るすードー
。こ人!
との i
がよ(
で性 l
き団
そ員
うを
だも
と ο

思と
わ増
れや

3 ~ 4 )J 

(平成13年)
11月

全
国
で努

力
賞
受
賞
!

先
に
東
京
、
日
本
青
年
館
に
お

い
て
行
わ
れ
た
第
幻
回
全
同
青
年

回
教
宣
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
河
辺
村

振
興
青
年
会
議
よ
り
出
品
し
た
ピ

デ
オ
が
、
映
像
及
び
放
送
利
用
部

門
の
部
で
努
力
賞
を
受
賞
し
ま
し

た。
審
査
員
講
評
(
抜
粋
)

中

村

敏
(
記
録
映
画
プ
ロ
デ

1
1
サ
i
)

2
人
の
キ
ャ
ス
タ
ー
で
展
開
す

る
こ
の
作
品
も
時
聞
の
ル

i
ル
違

反
。
叩
分
を
守
っ
て
下
さ
い
。
な

の
に
な
ぜ
努
力
賞
か
と
い
う
と
、

地
域
で
の
小
さ
な
活
動
の
積
み
重

ね
で
そ
の
村
の
保
々
な
人
の
個
性

が
と
て
も
光
っ
て
い
た
c

た
っ
た

河
辺
ヌ
ポ
i
w
，

振
興
会
発
足
日

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
河
辺
村
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
設

し
リ
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
村
内
の
か
作
種
ス
ポ
ー

ツ
を
愛
好
す
る
グ
ル
ー
プ
相
正
一
の

連
携
協
調
を
図
り
、
社
会
体
育
を

通
じ
て
村
民
の
体
点
向
上
及
び
健

康
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
付
内
の
日
団
体
よ

り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
っ
こ
れ
に

よ
り
、
並
々
ス
ポ
ー
ツ
人
口
が
増

え
、
健
鷹
で
明
る
い
付
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す

J

主
な
役
員
は
次
の
と
お
り
。

会

長

露

内

進(
シ
ル
バ
ー
ズ
)

副

会

長

大

野

盛

吉
(
パ
ワ
l
ズ
)

事
務
局
福
宮
ひ
か
る

(
か
わ
ベ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
I
ム

J賞状を手に決め!!
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えひめ地場エンバワE メントカレッツ講鹿

躍
だ
よ

D

2
年
間
、
J

あ
な
が
ど
う

4J4
一
ト
ボ
早
ま
じ
た

私
事
で
す
が
、
こ
の

5
月
を
持

っ
て
退
職
致
し
ま
す
。

私
の
母
校
、
自
治
医
大
の
診
療

所
派
遣
期
間
が

3
月
末
日
を
持
っ

て
満
了
し
た
の
に
伴
い
、
一
丘
、

白
分
の
生
活
に
区
切
り
を
付
け
た

い
と
思
い
ま
す
ー

ま
た
、
あ
ま
り
に
も
長
く
お
な

じ
場
所
に
定
着
す
る
と
気
持
ち
が

マ
ン
、
ネ
リ
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

思
者
さ
ん
に
張
す
る
際
に
、
い
つ

も
新
鮮
な
眼
で
大
切
に
す
る
「
一

期
一
会
」
と
い
う
自
分
の
信
条
を

失
い
た
く
な
い
と
一
一
一
叶
う
気
持
ち
も

あ
り
ま
す
。

私
の
故
郷
、
大
洲
市
と
河
辺
村

は
文
化
面
で
も
物
流
面
で
も
密
長

な
関
係
が
あ
り
、
今
後
も
何
か
の

形
で
お
役
に
玄
て
る
と
う
れ
し
い

で
す
。
後
任
の
医
師
と
は
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど

で
述
絡
を
取
り
な
が
ら
、
今
後
も

新しい私を創る第一歩

学習期間:平成12年6月9日倒

~平成12年8月4日冶、l

場;一大洲市結合福祉センター

愛媛県暗史文化博物館

(公開講座のみ)

.，6.. 
τEミ

間
接
的
な
形
で
河
辺
村
の
医
療
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

、つノ
U

過
去
に
勤
務
し
た
す
べ
て
の
町

村
が
医
者
と
し
て
の
自
分
を
育
て

て
く
れ
た
「
故
郷
」
だ
と
惑
謝
し

て
い
ま
す
。

過
去
の
経
験
か
ら
知
っ
て
い
る

こ
と
の
す
べ
て
を
出
し
切
り
、
短

い
な
が
ら
も
充
実
し
た

2
年
間
で

し
た
。ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
ど
こ
か
で
お
会
い

1〕
宇
品
7

し
ょ
、
っ
。

河
辺
村
田
保
診
揮
所

電

話

却

1
2
0
1
0

フ
ア

y
ク

ス

却

1
2
8
3
6

大

中

俊

宏

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
に
つ
い
て

河
辺
村
で
は
、
生
活
排
水
に
よ

る
公
共
水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止

す
る
た
め
に
、
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
補
助
金
交
付
要
綱

を
制
定
致
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
人
に
対

し
て
、
予
算
の
範
凶
内
で
靖
助
金

を
交
付
す
る
事
業
で
す
。
た
だ
し
、

合
併
処
理
浄
化
槽
と
単
独
処
理
出

化
槽
の
本
体
価
格
の
差
額
に
つ
い

て
の
袖
助
で
あ
り
、
静
化
槽
設
置

に
か
か
る
工
事
費
全
体
の
補
助
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

補
助
の
対
象
は
、
家
の
新
築
・

改
築
等
で
合
併
処
理
浄
化
槽
を
新

規
に
設
置
す
る
場
合
、
又
、
単
独

処
理
浄
化
槽
等
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
に
変
更
す
る
場
合
に
限
り
ま

す。
補
助
限
度
額
は
、

五

人

槽

三

五

万

四

千

円

六
1
七

人

槽

問

一

万

一

千

川

八
1
十

人

槽

五

一

万

九

千

円

現
在
の
と
こ
ろ
十
人
惜
を
越
え
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
補
助
対
象
外

で
す
。こ

の
補
助
事
業
に
つ
い
て
詳

L

く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
、
補
助

申
請
を
し
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る

方
は
、
役
場
福
祉
課
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

日 実施日時 学 習 テて l講 師 |

開講式・オリエ

6月9日幽 ンテ ション 愛媛県女性総骨

センター館長
13 : 00 ~ ありませんか、 客野久子
17 : 00 女と男の勘違い

~現代世会の性差glj-

6月16臼働 自己責任の時代 えひめ女限度目

2 13・00- がやって来た 副;軍事長

17 : 00 ~高齢11会械の鵬~永井ユリ工

I 6月27日(刈 現代社会とパー 福山平成大学経

3 13: 00- トナ}シ yブ¥営法学科教授/

17 : 00 ~民告におIHli勃婦関帳~ 7可i:ff設主斗工一

~，けlLRlí

6月23日付l出の0)I[ き通
文芸紙「アミー

4 13 : 00 ~ 方を考える ゴj主宰

17 : 00 ~西犠と近松を中心、に~有池佐紀

公開講座 | 
8月4日出 男女共同詰図的大学

5 I 13: 00-
へのli1.Zみ 経済l子計

~ジェン。-;1イ了ス7助教長
15 : 00 リーの実政に向けて~ 細谷 実

同j~井式

ゃね(哉、しi高官

ふ
る
さ
と
に
望
む

伊
予
郡
松
前
町

山

本

章

(
天
神
出
身
)

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
、
河
辺
村
に
は
年
に
何
回
か
帰

る
だ
け
の
私
で
す
の
で
「
ふ
る
さ
と
に
望
む
」
と
い
う
よ

り
も
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
思
い
出
や
感
想
を
述
べ
き
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

昭
和
幻
竿
に
北
一
子
に
生
ま
れ
、
中
学
を
卒
業
す
る
ま
で

の
日
年
聞
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
戦
後
間
も
な
い
当
時
、

両
親
を
は
じ
め
大
人
の
方
々
に
は
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
ま
だ
子
ど
も
だ
っ
た
私
は
、

素
朴
で
人
情
あ
ふ
れ
る
人
々
と
四
季
折
々
の
農
か
な
自
然

に
固
ま
れ
て
、
の
び
の
び
と
楽
し
く
過
ご
し
た
思
い
同
ば

か
り
が
残
う
て
い
ま
す
。

{
永
か
ら
近
か
っ
た
小
学
校
の
運
動
場
、
う
っ
そ
う
と
し

た
天
神
社
の
境
内
、
モ
ツ
ゴ
、
ハ
ヤ
、
ア
メ
ノ
ウ
オ
が
群

れ
泳
ぐ
澄
み
き
っ
た
川
、
周
囲
を
と
り
ま
く
緑
の
山
々
、

何
も
か
も
が
私
た
ち
の
格
好
の
遊
び
場
で
し
た
。
当
時
は

村
の
人
口
も
多
く
、
運
動
会
、
秋
祭
り
、
学
芸
会
の
と
き
の
出

自
や
人
出
の
多
か
っ
た
こ
と
。
決
し
て
豊
か
な
生
活
と
は

い
え
な
く
て
も
、
活
気
に
あ
ふ
れ
た
良
き
時
代
で
し
た
。

今
で
は
人
も
少
な
く
な
り
、
私
の
通
っ
た
北
平
小
学
校
、

中
学
校
も
す
で
に
統
民
合
に
よ
り
、
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
北
平
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
た
母
が
昨
年
か
ら

入
院
生
活
と
な
り
、
ま
す
ま
す
帰
る
機
会
は
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
思
い
出
一
杯
の
河
辺
は
、
私
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
ふ
る
さ
と
で
す
。
と
う
か
い
つ
ま
で
も
、
温

か
い
人
々
と
豊
か
な
閏
然
が
調
和
す
る
美
し
い
ふ
る
さ
と

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
、
同
郷
の
妻
と
も
ど
も
心
か
ら
願
っ

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

奥さん、お孫さんと
一緒に
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平成12年 4月から、「介護保険制度」が実施されております。国民健康保険に加入している世帯のう

ち、 40歳から64歳の方(第 2号被保険者)がおられる世帯主は、国民健康保検税として医療保険分と介

護保険分を合わせて納めていただ、きます。

保険税につきましでは、昨年の介護保険の地区説明会における負担軽減の要望等を受け国保運営協議

会に諮問の結果、保険税総額において介護保険税が土乗せにならないよう医療保験分の税率を次のとお

り引き下げ、税負担の軽減を決定致しました。
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九
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口
一
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7%  7% 害買割得A
r
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市
川
川

75% 95% 額害j産資

000円1 8， 000円1 9， 額害。在住
'-<j 均

寸
1
3
J

円

γハVハリハU

国保の財源は、原則としてみなさんに納めていただく保険税と国からの補助金で成り一立っています。

高齢化の進行や医療技術の進歩などにより、年々医療費が増加しています。

医療費が増加すると、その財源となる皆さんからの保険税を値上げして補わなければならなくなりま

す。医療費の節約と保険税の収納に、皆きんのご協力をお願いします。

22， 円ハυハUハU2 5， 額割等平

保健掃討qjfω ス
兜童手当が義務教育就学前まで支給されます

現在、 3 歳栄満のお子さんを養育している方に支給されてい~)児
童手当は、制度が改正され、平成12年6月1日から次のようになり
ます。

醐 -ユ
圃圃圃・・-生衛ご九にちI~

~ほほえみは回復薬!
大洲保健所では今住震も次の相談を行令います。
日頃悩んでいる方、お気軽にご相談ください。

改正別 改正 後

義務教育就学前
対象年齢 3歳未満 ( 6歳到達後最来日の年度末)

摂平成6年4月2日以後に生まれた児童

手当月額
第l子.2子 5，000円 第1子・ 2子 5，000円
第3子以降 10，000円 第3子以降 10，000円

支払時鶏 2月・ 6月・ 10月 2月・ 6月・ 10月

いいえはし、

f現伊J
[額改定詰求書j

を提出してくたさ

。思春期保健相談(思春期の子どもに関する柑談1

実施日時:毎月第4木曜日 13: 00~16 : 00 
実施場所:大洲保健所 TEL: 24-3165 
担当者 :カウンセラ一 長谷川美和子付属数月)

カウンセラー 伊賀上朋子(奇数月)
保健婦

※電話予約が必要です。無料です。

河辺村でも随時ご相談をお受け
しています。どうぞ、お気軽に
ご相談下さい。

シ
ポ
イ

学
生
の
み
な
さ
ん
の
た
め
の

保
険
料
の
納
付
特
例
制
度
が
で

き
ま
し
た
!
(
納
付
猶
予
)

大
学
や
専
修
学
校
等
に
在
学
し

て
い
る
二
十
歳
以
上
の
学
生
の
方

も
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

で
す
が
、
本
人
に
は
所
得
が
な
い

場
合
が
多
い
た
め
、
親
が
支
払
っ

て
い
る
場
介
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た。
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
親
の
負
担
を
解
消
し
学
生

が
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
保
険
科

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が

で
き
ま
し
た
。

学
央
本
人
の
申
請
に
塾
手
つ
き
、

学
生
白
身
に
一
定
の
所
得
が
あ
る

場
合
を
除
き
、
国
民
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

具
体
的
な
手
続
き
は
、
学
生
本

人
の
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
の
国

民
年
金
係
で
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
際
、
年

金
手
帳
、
印
鑑
、
在
学
証
明
書
ま

た
は
学
生
置
が
必
要
と
な
り
ま

す。
詳
し
く
は
、
福
祉
課
、
国
民
年

金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

、ν



(10) 平成12年 5月25日のミわ

6 月 7 月
l 

2 道路愛護一日奉仕作業

3 健康相談

4 集会所検診 (川崎・百合谷)

健康相談 5 集会所検診 (川上・ニ久保)

集会所検診(竹/瀬・地域活性化センター) 6 
集会所検診 (用ノ山 ・名場連) 7 骨粗悪症検診

8 
9 施設清掃

10 心配ごと相談

11 

心配ごと相談 12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 小 ・中学校1学期終業式

20 
21 
22 
23 
24 健康相談

選挙投票日 25 心配ごと相談・行政相談

科学教室・心配ごと相談健康相談・行政相誰 26 集会所検診(老人福祉センター・大成)'ALT来村

27 
28 
29 
30 大洲喜多地区消防操法大会

31 

分館対抗バレーボール大会
未定

分館対抗ナイターソフトボ

村議会定例会 ール大会

インフォメーション

視
聴
覚
紹
合

新
図
書
と
し
て

O
文
芸
ま
ん
が
シ
リ
ー
ズ

①
夏
目
激
石
|
坊
っ
ち
ゃ
ん

ほ
か
全
初
巻

O
日
本
の
妖
怪
百
科
全

5
巻

O
県
立
図
書
館
選
「
こ
ど
も
に
読

ま
せ
た
い
川
冊
の
本
」
う
ち
日
冊

他
を
購
入
し
ま
し
た
。
又
、
視
聴

覚
と
し
て
、
家
庭
教
育
ビ
デ
オ

「
頑
張
れ
!
お
父
さ
ん
」

等
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
の
寄
贈
を
受
け
ま
し

た
。
貸
し
出
し
致
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
公
民
館
に
お
立
ち
寄
り

下
さ
い
。

力、第 137号

…災
犠
教
務
絞
殺
液
中
波
……
刷

女
性
の
人
権

(2) 

女
子
に
対
す
る
差
別
の
う
ち

特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
性
犯

罪
、
売
買
春
、
家
庭
内
暴
力
等

女
性
や
子
ど
も
に
対
す
る
あ
ら

ゆ
る
暴
力
の
根
絶
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
話
題
に

な
る
こ
と
が
多
い
セ
ク
シ
ユ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
(
性
的
い

や
が
ら
せ
・
お
び
や
か
し
)
い

わ
ゆ
る
セ
ク
ハ
ラ
の
問
題
も
あ

り
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
昨
年
(
一
九

九
九
)
、
事
業
主
に
対
し
セ
ク
シ

ユ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

対
策
を
新
た
に
義
務
づ
け
た
改

正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施

行
さ
れ
、
日
本
で
は
じ
め
て
セ

ク
ハ
ラ
行
為
が
法
律
に
よ
る
規

制
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

セ
ク
ハ
ラ
と
は
、
相
手
の
意

に
反
し
た
性
的
な
言
葉
や
ふ
る

ま
い
に
よ

っ
て
労
働
条
件
を
悪

化
さ
せ
た
り
、
働
き
に
く
く
し

た
り
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

す
る
ほ
う
と
さ
れ
る
ほ
う
が
あ

る
の
で
、
基
本
的
に
は
「
相
手

の
意
に
反
す
る
」
「
不
快
な
」
と

い
う
受
け
手
の
主
観
的
な
尺
度

が
基
準
と
な
る
べ
き
で
す
。
す

る
ほ
う
に
「
悪
意
が
な
か
っ
た
」

と
し
て
も
そ
れ
は
許
さ
れ
な
い

こ
と
で
す
。

セ
ク
ハ

ラ
の
被
害
は
圧
倒
的

轟
識

に
女
性
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

輔

年
少
の
児
童

・
生
徒
も
被
害
者

糊

に
な
っ
て
い
る
場
合
も
多
い

よ

臨

う
で
す
。

時

文
部
省
に
よ
る
と
、
自
校
の

開

児
童

・
生
徒
へ
の
わ
い
せ
つ
行

制

為
で
処
分
さ
れ
た
教
師
は
年
々

帥

増
え
、
一
九
九
七
年
度
で
は
全

開

国
で
三
十
六
人
に
の
ぼ
っ
て
お

醐

り
ま
す
。

軸

セ
ク
ハ
ラ
の
事
実
は
、
そ
の

糊

内
容
か
ら
い

っ
て
な
か
な
か
相

聞

談
し
に
く
い
も
の
で
す
。
子
ど

醐

も
や
周
り
初
仇
か
ら
相
談
が
あ

時

っ
た
ら
、
真
塾
に
受
け
と
め
て

醐

相
談
に
の
る
気
持
ち
を
持
ち
た

醐

い
も
の
で
す
。

輔

(
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)
明

轟地噂

η歳
日
歳

実消
なー

マ忌
お 〆一一「

幸至自
せ

に 1212 

5 3 

10 11 

誠

(
百
合
谷
)

、キ

(五
十
崎
町
)

女
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

岡 梅
田木

安
夫

(
寺
薮
中
)

良
一

(

旭

)

人のうごき
(平成12年5月 1日現在)

世帯数 526戸
男子 674人
女子 701人

計 1，375人

1，402 (ム 27)

1，404 (ム 29)

1，418 (ム 43)

1.458 (ム 83)

1，518 (ム143)

HII. 5.1現

HIO. 5.1現

H 9.5.1現

H 8.5.1現

H 7.5.1現


